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市浦村赤十字奉仕団十三分団 (分 団長 梶浦志保子 )

ではこの度、十三地区に住む一人暮らしのお年寄 りにべ

ス トをプレゼン トしました。

1三分団をはじめとした赤十字奉仕団ではこれまでに

も福祉施設への慰問等、各種活動を行っていますが今回
は「寒い時期の普段着として使ってほしい」と合計18着

のベストを製作。もらった皆さんは「普段着にはもった
いないくらいで、よそ行きにしたいくらい」と大喜びで、
奉仕団のみなさんに感謝のことばを述べていました。
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国民年金は

世 代 間 の

助 け 含 い

国
民
年
金
制
度
と
は

市
浦
付
一
高
齢
化
■
は
二
十
１‐Ч

Ｌ
年
、
県
平
均
ノ，
卜
七
　
一一一Ｌ

・
共

´
、
い
る
よ

つ
に
　
¨
高
齢
化
社
会
¨

い
る
′，
か
現
実
で
す

劣国民年全には ‐

.こ んな特色があります蒻
●年金額は物1面 の変動に合わせて変化するため、年金額が目

●基礎年金の給付に必要な費用総額の 1/3を 国が負担して

います。     |  ‐

●年内に納めた.国 民

「

金の保険世は、全額社会保険料控除の

対象となります。      | |
●国民年金の加入者が:住宅を新築・購入 。増改築するとき

にも住宅資金を借りることができます:     |
●国民年金の加入者は、子どもが高校、大学の入学、在学中

に教育資金を借りることができます。

0年 金を受けている人は、その年金を担保にお金を借りるこ

とができます。             |
●保険料の積立金は 、病 院・体育館・福有しセン ターな どの建

設費 として市町村に融資 されてい ます。

●自分の老後や万一の ときに備 えるだけ でな く、現 在のお年

寄 りを支 える国民全体 に よる世代 と世代 の助 け合い制度 で

す。

●老後の保障だけではなく、障害者 となったときの ・
障害基

礎年金"、 亡 くなられたときの
い
遺族基礎年金

"等の制1度

もあり、万が一のときも安心です。  |
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国 民 年 金

国
民
年
金
の
加
入
は
国
民
の
義
務

と
な
っ
て
お
り
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
人
は
職
業
に
よ
っ
て
三
種

類
の
被
保
険
者
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

第

一
号
被
保
険
者

農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
自
営
業
、

自
由
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
家
族
及
び

学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
年
齢
や
収
入
に
か
か
わ

ら
ず
定
額
と
な
っ
て
お
り
、
役
場
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納

付
し
ま
す
。

●
保
険
料

一
万
三
千
三
百
円
（平
成
十
年
度
）

第
二
号
被
保
険
者

等
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
職

場
の
年
金
制
度
で
あ
る
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
届

出
を
し
な
く
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は

厚
生
年
金
保
険
料
や
共
済
組
合
掛
金

と
し
て
給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い

る
た
め
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
退
職
し
た
場
合
区
分
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、
役
場
ま
で
届
け
出

第
二
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
が
対
象
と
な

っ
て
お
り

役
場
に
第
二
号
被
保
険
者

の
資
格
を

得
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
生
活
費

の
三
分
の

一

以
上
を
配
偶
者

の
収
入
に
よ
り
ま
か

な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
年
収
が
百

三
十
万
未
満
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど

が
め
や
す
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と

保
険
料
未
納
の
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



× 誤解
L■l民年令1月
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を納めて も意味んな。

O正 解

× 誤解
国民年金に入らな くて も個 人年金に加 入した

り、将 来に備え貯蓄 をすれば 十分である。

⊂)正解
民間企業か運営する個 人年金は性質や役割が

公的年金 とはi生 なってお り、経済変動に対する

リスクも大きくなっています。公的年金は 老後

の基礎 レベ ルを確保するための もので、国民年

令への加 人は義務つけ られています ]ま た、場

合によっては税金 と同様、差押え等の強制l執行

が行われる場合 もあ ります .

論
、
■

■

■

う
忘

れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

一
一ｒ
、　
そ
ｒ
受
給
総
額
は
四
億
五
　
　
■
，
一保
護
料
を
納
め
る
よ
う
に
し
ま

千
三
百
四
万
円
と
な
´
て

ヽ
ま
す
　
　
　
・
・
・う

ニ
ヘ
・Ｅ
民
年
争

，
加
入
者
は
八
百
六
　
　
　
か
ｏお
　
国
民
年
金
に
つ
い
て
不
明

十
三
，、
´
　ヽ
支
払
い
保
険
料
の
総
額
　
　
な
■
は
お
気
軽
に
役
場
ま
で
ご
相
談

は
七
千
五
百
万
円

‘
な

ン́
て
い
ま
す
　
　
′ゝ
た
さ
い

こ
力
Ｊ
つ
た
、
単
純
に
受
給
総
額

料
の
総
額
を
引
い

て
も
二
億
七
千
七

百
四
万
円
の
受
給

額
増
と
な
り
、
日

の
保
険
料
の
他
に

が
個
人
年
金
と
の

大
き
な
違

い
で
す
¨

ま
た
、
国
民
年
企

は
物
価
の
上
昇
に

応
し
て
年
金
額
が

将
来
受
け
取
る
年

金
が
保
障
さ
れ
る

保険料の免除について
収 人の少ない人、 もしくは何 らかの理 由に よ り失業・

休業 をしている場 合は 、保険料が免除 され る場 合があ り

また、学生 も親の収 入に よ り保険料が免除 され る場 合

免除 を受 け るためには

手続 きが必要 とな ります

の で、希望 され る場 イ)は 、

早めに届け出 をしましょ

国

民

年

金

の

特

色

　

〕
購

卜

ヽ
二
美

Ｉ

や

保
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細凹はい】̈
れは置榊報囃］時

典
券

」
の
交
付
が
二
月
二
十
六
日
、

「
十
五
歳
以
下
の
子
ど
も
を
持

つ
世

帯

王
・
、

「
老
齢
福
祉
年
金
等

の
受

給
者
等

・

「
六
十
五
歳
以
上
の
村
民

税

（所
得
割
の
み
一
非
課
税
の
寝
た

人
の
村
民
税

一所
得
割
　
均
等
割
両

が
掲
示
さ
れ
て
い
る
付
内
六
十
三
店

▲地 域 振 興 券 の 交 付 を受 け た方 々

地域振興券は

このポスター

のお店で

轟1桑:JttF:暑‖|:轟日

冊
園
曰
閉
躙
國

平
成
十
年
中
に
お
け
る
救
急
事
故
概
況

に

つ
い
て

平
成
十
年
中
に
お
け
る
救
急
卓
の
　

　

年
齢
別
事
故
種
別
搬
送
人
員

総
出
場
件
数
は

一
一
●
件
あ
り
ま
し
　
　
　
乳
幼
児
　
交
通
事
故
　
　
　
一
一ヘ

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
負
傷
　
　
　
一
一ヘ

事
故
種
別
出
場
件
数
及
び
搬
送
人
員
　
　
　
　
　
　
　
急
　
　
病
　
　
　
一二
人

労
働
災
害
　
　
一
一件

　

　

　

一ノ、
　
　
　
成
　
人
　
水
　
　
難
　
　
　
一
ノ、

一
般
負
傷

　

一
し
件
　
　
一
四
人
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
　
　
　
ＰЧ
ノ、

自
損
行
為

　
　
一
件
　
　
　
一
ノ、
　
　
　
　
　
　
　
労
働
災
害
　
　
　
一
一ノ、

急
　
　
病
　
工′、
圧
件
　
　
」竺

一ノ、
　
　
　
　
　
　
　
一
般
負
傷
　
　
　
工（
ヘ

事
故
種
別
傷
病
程
度
別
搬
送
人
員
　
　
　
　
　
　
　
　
急
　
　
病

　

　

一
一
人

中
等
症
　
　
　
一
ノ、
　
　
　
老
　
ノ、
　
交
通
事
故
　
　
　
一二
ヘ

交
通
事
故
　
死
　
亡
　
　
　
・
一ノ、
　
　
　
　
　
　
　
一
般
負
傷
　
　
　
」（
ノ、

労
働
災
害
　
中
等
症
　
　
　
一
一人
　

　

救
急
車
が
来
る
ま
で
に

一
般
負
傷
　
重
　
症
　
　
　
四
人
　
　
　
私
た
ち
は
　
い
つ
●
こ
二

突ヽ
然

〓′，

軽
　
症
　
　
　
四
ノ、
　

　

、ｆ
ま
せ
え

　

′し、
臓
　
呼
吸
か
停
正
し

自
損
行
為
　
中
■
症
　
　
　
　
ア、
　

　

た
場
合
ノ、
Ｉ
呼
吸
や

′し、
臓

マ
´
サ
ー

軽
　
ｉ
　
　
　
　
へ
　

　

け
て
現
場
に
到
市
す
る
に
は
平
均
´

411-
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こ
の
事
業
は
、
少
年
少
女
が
親
元
を
離
れ
て
、
ひ
と

つ
の
船

の
中
で
十
日
間
を

一
緒
に
共
同
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、
友
情

と
自
立
心
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、
同
時
に
海
外
の
同
世
代

の

少
年
少
女
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
将
来

の
国
際
社
会
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

体
験
航
海
は
、　
一
月
五
日
か
ら

一
月
十

四
日
ま
で
の
十
日
間

に
渡

っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
浦
村
か
ら
は
、
小
学
生
五
年

生

。
六
年
生
の
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
体
験
航
海

記
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「友
情
の
船
」
で
の
十
日
間

小
川
　
紘
司

ス
号
」
を
め
ざ
し
て
バ
ス
で
市
浦

「ヤ
ッ
タ
ー
」
と
大
声
で
さ
け
び

一 少    僣の″ 一

●0000

船
旅
も
半
分
を
過
ぎ
た

一
月
十

コ
を
友
達
と
投
げ
あ
っ
て
遊
び
ま
　
　
さ
は
い
つ
こ
う
に
弱
ま
ら
ず
、
何

市浦村がらの1参加者

小
　
川
　
紘
　
司
く
ん

（相
内
小
学
校
六
年
生
）

秋
田
谷
・
絵
梨
花

さ
ん

（相
内
小
学
校
六
年
生
）

三
　
和

　
那
津
希
さ
ん

（相
内
小
学
校
六
年
生
）

若

　
山

　
知
　
裕
く
ん

（十
三
小
学
校
五
年
生
）

秋
田
谷
　
志
　
乃
さ
ん

（十
三
小
学
校
六
年
生
）

▲参加者が乗船した「おりえんとびいなす号」

-411¨
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少
年
少
女
友
情
の
船

古
都
　
大
和

十
日
間
の
思
い
出

秋
田
谷
絵
梨
花
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高
く
て
船
が
思
う
よ
う
に
進
め
ず
、

で
き
、
と
て
も
い
い
経
験
を
し
た

友

情

の
船

に

行

っ
て

三
和
那
津
希

友
情
の
船
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
友
情
の
船
行
き
の
パ
ス
の

中
で
、

（船
の
中
で
、
友
達
が
た

で
も
、
説
明
会
の
会
場
で
、

「
Ｇ

組
３
班
」
の
所
に
行
っ
て
席
に
座

里
」

さ

ん
と

言

う

人

が

ぼ

う

し

を

と

う

。
」

と

言

っ
た

ら

、

「
ど

う

い

た

し
ま

し

て
。
」

と

言

う

声

が

返

津

希

で
す

。

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

。
」

っ
と
船

に

つ
き

ま

し

た
。

そ

し

て
、

で
、
私

が

、

で

」
ん

に
ち

は

。
」

と

く
な
っ
た
か
ら
、
私
が
、

「根
本

ら
、
「う
ん
。
根
本
真
弓
で
す
。」

と
言
っ
た
の
で
、

「私
は
、
三
和

那
津
希
で
す
。
」

と
言
っ
て
、
根

ほ
か
に
同
じ
部
屋
の

「
上
平
琴

た
ら
、
根
本
さ
ん
が
、

「な
っ
ち

言
っ
た
の
で
私
が
、
「う
ん
行
く
。

琴
未
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
。
」

と

の
名
前
は
、

「百
澤
香
織
さ
ん
、

ん
、
永
澤
志
帆
さ
ん
」
で
す
。
み

い
子
達
に
、

「
マ
カ
レ
ナ
」
と
言

「友
情

の
船
」
に
参
加
し
て

近
藤
　
祥
平

が
ん
ば
る
ぞ
′
）
と
い
う
気
持
ち

⌒全
部
使
っ
て
し
ま
お
う
）
と
思

八
、
九
日
目
は
、
組
対
抗
の
行

心

に

残

っ
た

十

日

間

若
山
　
知
裕

ぼ
く
は
、
十
日
間

「少
年
少
女

友
情
の
船
」
に
乗
っ
て
、
と
っ
て



が

、

船

の
大

イ

ベ

ン
ト

の
ビ

ー

ナ

験

し

て
き

た

こ
と

を

、

み

ん

な

に

「友
情
の
船
に
乗

っ
て
」

秋
田
谷
志
乃

学
び
、
体
験
し
、
そ
し
て
沢
山
の

っ
て
お
ら
ず
冷
た
い
風
が
吹
い
て

族
の
温
か
い
見
送
り
に
別
れ
を
告

に
乗
っ
て
い
る
時
が
、
睡
眠
を
取

「オ
リ
エ
ン
ト
ビ
ー
ナ
ス
」
が
待

そ
び
え
る

「オ
リ
エ
ン
ト
ビ
ー

ナ
ス
」
を
見
つ
め
、
自
然
と
顔
が

い
い
ん
だ
け
れ
ど
　
）
と
い
う
心

わ
る
ん
じ
ゃ
ん
′
）
と
、
私
は
ほ

「あ
、
ど
う
も
…
」
と
い
う
ぎ

間
も
な
く
他
の
二
人
も
来
ま
し
た
。

最
初
は
四
人
共
え
ん
り
ょ
が
ち
で
、

「
さ
よ
な
ら
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
」

で
は
、

つ
い
に
泣

い
０
し
ま

い
ま

「少
年
少
女
友
情
の
船
」

中
島
千
恵
美

で
も
、
私
は
乗
船
の
合
図
の
音
楽

(9)暉 ιチろ

412‐
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４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

一＝】癬峙曜罐確堆埋舛が農業会議会長賞を受賞　　ａ「る）一｝十」̈̈
一̈「Ｈ「を一一

こ
の
度
秋
田
谷
和
智
さ
ん

（相
内
　
　
　
ま
た
、
秋
田
谷
さ
ん
は
平
成
十
年

　

　

ｌ

ｔ
ｈ
」
、
技
術
を
表
す

「
Ｈ

ａ
ｎ

地
区

）
が

「
平
成
十
年
度
青
森
県
青

　
　

度
よ
り

「
金
木
地
区
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連

　

　

ｄ
」
の
四

つ
を
備
え
た
農
業
を
め
ざ

年
農
業
者
会
議
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

　

絡
協
議
会
」
の
会
長
も
努
め
て
お
り
、　
　
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ

発
表
に
お
い
て
青
森
県
農
業
会
議
会

　

　

〈「
後
も
地
域
に
お
け
る
農
業
青
年
の
　

　

た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
』

』
］
一
一
中
一
一
一

ヘ マ し
¨
に

は
〔
『

　

”
＝

一

．
Ｔ
‐

ク

魯

ほ

グ

川

二

峰

水

鋤

灌

デ

ザ

・
ギ

ネ

ス

践
」
。
平
成
八
年
か
ら
ラ
ブ
コ
ン
ヘ
　
　
　
　
一」
の
ほ
ど
、
海
洋
セ

／
タ
ー
体
育

　

　

な
種
目
続
々
登
場
．慣
れ
な

い
競
技
に

り
を
使

っ
た
農
薬
散
布
や
直
播
き
に
　

　

館
に
お
い
て

「
第
六
回
し
う
ら
レ
ク
　

　

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
ゲ
ー
ム
を
楽

よ
る
農
作
業
の
省
力
化

・
効
率
化
に
　

　

リ
エ
ー

ン
ョ

ン
・
ザ

・
ギ
ネ
ス
」
が
　

　

し
み
、
冬
季
間
の
運
動
不
足
解
消
に
参

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
先
進
的
な
　

　

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
者
か
ら
は
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
な
っ
た

取
り
組
み
と
地
域

へ
の
貢
献
度
が
高

　
　

　

ヽ
一
れ
は
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
　

　

か
も

，
」
と
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
　

　

な
が
ら

ユ
ニ
ー
ク
な
記
録
に

ま
し
た
。
な
お
、
今
年
の
十

一
月
に
　

　

挑
戦
し
、
ス
ボ
ー
ツ
に
親
し

は
岩
手
県
で
東
北
農
業
青
年
者
会
議

　

　

む
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
　

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る

秋
田
谷
さ
ん
は
青
森
県
代
表
と
し
て
　

　

も
の
で
、
各
子
ど
も
会
と
そ

出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．
　

　

の
育
成
者
百
名
が
記
録
に
挑

競

技

種

目

は

、

子

ど

も

た

ち

が

日

頃

や

り

慣

れ

て

い
な

い

「
雑

巾

が

け

リ

レ

ー

」

、

―

ク

が

決

め

手

の

「
た

人

六

東

北

大
会

へ
向

け
張

り
切

っ
て

レ

い
る
秋

田
谷

さ

ん

2/13商
工
会
青
年
部
の
み
な
さ
ん
に
よ

っ
て
す
ば
ら
し
い
雪
像
が
制
作
さ
れ

「渡
サ
■
ク
ィ
ズ
」
で
の
一
場
面
。

回
答
の
発
表
に
参
加
者
は
一
喜
一
憂
。

「自
鳥
の
鳴
き

，
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
日
頃
の
観
察
が
勝
負
の
決
め
手
？

雪
で
で
き
た
「
ト
ー
サ
ム
プ
ラ
ザ
」

の
前
で
記
念
撮
影
。
雪
像

の
完
成
度

は
な
か
な
か
の
も
の
で
す
。

第
二
回
十
三
湖
自
鳥
ま

つ
り

■

十

胃

ワ

興
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平
成
十
年
度
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞

更
な
る
飛
躍
に
期
待
”

平
成
十
年
度
受
賞
者
驚
不
□

（
レ
ー
ボ
ｌ
ｔ
青
森
県
中
学
校
選

岡
本
聖
子
さ
ん

（磯
松
地
区
）

・・ ιチら

||llilllllII[111封 |だ :il嘉
り也にばlt i,11‐

.1‐ 1‐ 1‐ lilll,tlゴ LΓ     貢||↑す

総
合
選
手
権
大
会

に
出
場
し
、
優
勝

梶
浦
武
也
さ
ん

（十
三
地
区
）

Ｔ
主
藤
竺
百
心

却
一
一

一一̈
区
）　
　
〓「
「
一
一
『
¨
¨
「
中
¨
¨
¨
¨

ぶ‖体

を言育

:l曇
il里予

iI罰

合
格
お
め
で
と
う

国
商
Ｉ
会
珠
算
検
定
試
験
か
開
催
さ

▼
第

一
一
一
回

▽
二
級
　
棟
方
亮
伍

一浦
田
塾

一

▽

八

級

　

平

野

雄

た

・
社

分

珠

算

▼

第

一

一
二

回

▽

三

級

　

藤

田

嗣

門

一
‥ｉ
上

分
珠

算

▽

四

級

　

小

山

内

理

性

千

一
辻

η

▽

六

級

　

武

田

和

・
油

田

塾

一

社

な

珠

専

塾

・
長

尾

南

・
浦

田

塾

・

▽

八

級

　

秋

田

兼

祐

一
辻

分

珠

作
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平成10年度
市浦村生涯学習大会

「しうら丼戸端会議」
地
域
づ
＜
り
は
住
民
と

行
政
の
二
人
三
脚
で

近

年

に

住

民

ヒ

行

政

，
相

互

理

解

考

え
´
、
い
＜

ニ

ヒ

，
必

要

ヒ

さ

れ

一
ヽ

付

「

現

状

ヒ

課

題

を

理

解

‐

あ́

い

＞
桑
野
邦
夫
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

地
城
ｒ，
特
色
を
活
性
―し
に
結
サ
「

き
る

・
Ｌ
午
後
一
牛

Ｐ
端
会
議
に
お

丼

戸

端

会

議

で

は

自
由
に
意
見
交
換

事
務
所

Ｉ
任
社
会
教
育

■
事
ｒ，
岩
付

評
　
日取
後
は

■
催
者
代
表
と
し
´́
ヽ

生
＝
学
習
　
地
城
連
携

ｔ′，
必
要
性
が

は

、
＝

ら

長

期

的

な

考

え
を

理

解

十

地

Ｌ

活

性

化

‐
―‐１１

動

ソリ

１１
を

（

Ｌ

思
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情報をお寄せ<ださい

あ し ら 世
役場の電話は62-2111

新 しい保険証 と取替 えまし ょう ′

◎更新の手続 きについて

務
強

用
郷

113-

市浦村の人口と世帯数  平成11.31現 在
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回
は
、
胃
ガ
ン
に
つ
い
て
学
習
し
た

◎
胃
ガ

ン
に

つ
い
て

胃
ガ
ン
は
、
皆
さ
ん
の
中
で
も
、

の
も
、
ガ
ン
死
亡
割
合
の
中
で
も
、

◎

意

外

な

胃

の

病

気

の

発

生

る
自
分
の
胃
袋
―
―
そ
ん
な
胃
袋
が

ど
の
よ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
か

胃
袋
は
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で

ス
に
も
、
す
ぐ
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

が
ち
で
す
。
あ
る
実
験
で
、
ネ
ズ
ミ

て
お

い
た
結
果
、
た

っ
た

一
晩
で
潰

瘍
を
作

っ
た
そ
う
で
す
。
人
間
で
も

同
じ
事
で
、
胃
の
粘
膜
を
痛
め
続
け

る
と
、
胃
潰
瘍
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

慢
性
胃
炎
か
の
や
が
て
胃
ガ
ン
の
発

生

へ
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
と

い
え

◎

胃

ガ

ン

検

診

の

有

効

性

胃
ガ
ン
の
検
診
は
、
だ
ん
だ
ん
と

皆
さ
ん
の
中
で
も
定
着
し
て
き
て
お

能
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が

自
分
で
感
じ
る
症
状
は
な
く
て
も
、

し
ら
病
気
を
持

っ
て
い
る
場
合
が
あ

胃
の
症
状
が
あ
る
人
も
な

い
人
も
、

る
事
は
と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
り

◎
健
診

の
受
診

今
年
も

「
一
日
ド
ッ
ク
』
が
始
ま

り
ま
す
　^
ぜ
ひ
、
自
分
の
体
の
総
点

男
女
と
も
ま
だ
ま
だ

「胃
ガ
ン
』
は
、

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
か
ら
で

以
前
、　
″
ガ
ン
″

ン
リ
ー
ズ
①

②
で
学
習
し
た
よ
う
に
、
「肺
ガ
ン
」

「大
腸
ガ
ン
」
の
ガ
ン
死
亡
は
伸
び

を
見
せ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
男
性
の
ガ
ン
死
亡
の
中
で
、

肺
ガ
ン
に
次

い
で
二
位
、
女
性
で
は

一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
世
界
の
中
で
、
断
然
ト

ッ
プ

み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
日
本
人

（私
達
）

「胃
ガ
ン
」
に
つ
い
て

櫛 秋 川 佐 三 白 磯 三

相大安三長警大豊中 身 統 稀 森 霜 品 轟
原

信

理

⌒山

　

形
）

田

卓

美

（脇

　

一匹

島

書

加

（札

　

幌
）

元

宏

禎

（磯

　

松
）

寺
　
由
里
子

（十
　
　
一二

荘

暢

宏

⌒十

　

一こ

田
　
一二
　
佳

罷
一　
　
本
）

月

重

男

（十

　

一こ

田

信

子

（愛

　

知
）

藤
　
励

　

一

（磯
　
　
松
）

和
　
美

（川
　
　
崎
）

出

泰

彦

（埼

　

玉
）

和

光

子

（相

　

内
）

▼
お
く
や
み

▼
お

誕

生

坂

悠

河

（十
三

泰

史

岡
　
真
　
菜

（磯
松
）
正
　
継

中
　
美
　
月

（磯
松
）
　

満

西

華

（十
三

貴

彦

坂
　
侑
　
斗

（磯
松
）
明
　
弘

▼
こ

結

婚

規
　
晃

（相

千
　
香

（横

友
　
和

（十

美
　
保

（青

勝
　
幸

⌒相

静
　
子

（弘

剛

　

（青

珠
　
美

（脇

安

一
郎

（磯
　
松
）
７３
才

ヽヽ
　
イ

（十
　
一こ

８７
才

兼
　
則

（桂
　
川
）
８０
才

由
　
市

⌒相
　
内
）
７‐
才

仁
三
郎

（大
　
田
）
８‐
才

マ
ツ
子

（磯
　
松
）
６２
才

強

　

（相
　
内
）
８‐
才

ｉ
Ｔ
ａ

（相
　
内
）
７８
才

や
　

えヽ

（十
　
一こ

９０
才

4月 12日 鯛)

4月 13日 ω

桂川 .脇元地区

太田 磯松地区4月 14日 因

4月 15日 閑

寿健診 (対 象は70歳 以上、

乳がん検診、子官がん検

診、骨粗 しよう症検診は

実施 しない。)

4月 16日 0
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